
「キンダーブック1」を
保育にご活用ください！

指導計画の文例絵本をつかった

�コーナー �子どもが経験すること �5領域�保育者の配慮

●健康診断の目的を知る。

●健康診断ですることを具体
的に知る。

●静かに待つ、医師の指示を
聞くなどの約束を知る。

●実際に健康診断を受ける。

●「みんなのからだが元気かどうか、お医者さんに診てもらおうね」
と安心できることばで伝える。

●パペットをつかい、健康診断のまねをしたり、「痛くないよ」「聴診
器は少しひんやりするかも」などと伝え、不安をやわらげる。

●診察中は静かに待つように声をかける。

●健康診断を受けたら、できたことをほめ、自信につなげる。

●空を飛ぶ乗り物の種類を知
る。

●飛行機に乗ってどこに行き
たいか話す。

●空を飛べたら何がしたいか
想像する。

●「空を飛ぶ乗り物にはどんな物があるかな？」と尋ね、自分で考え
られるように促す。

●「みんなは飛行機に乗ってどこに行きたいかな？」「空を飛べたら何
をしたいかな？」と問いかけ、想像を広げられるようにする。
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健康診断ではどのようなことをするのか知らせ、安心して受けられるようにします。

どきどき　けんこうしんだん

今月の乗り物は飛行機。観察コーナーでも紹介しているジェット機です。
観察コーナーと併せて読んで、飛行機を操縦できたらどこに行きたいか、
空の上からは何が見えるかなど、話題を広げましょう。こいのぼりやつば
めなど、季節の絵柄に注目してみるのもよいですね。

行事やおでかけのときのさまざまな気持
ちを想像させます。

大きな目玉が現れてびっくりしたとき、
こいのぼりとわかってほっとしたとき、お
いしい物をみんなで食べたとき、それぞ
れの場面の気持ちを想像しながら、お話を
楽しみましょう。

空を飛ぶ乗り物に関心をもたせます。

「みんなは飛行機を見たことはあるかな？」
「乗ったことはあるかな？」と問いかけてみ
ましょう。空を飛べると外国や離島、山や
雲の上まで行けることを伝え、どの乗り物
に乗ってみたいか、どこへ行きたいかなど、
想像を広げながら話しましょう。

うさまるくんの少し不安そうな
表情に注目し、「みんなだったら
どう思う？」「痛くないんだっ
て」などと話し、健康診断への不
安をやわらげましょう。

うれしそうなみーこちゃんの表情や、お医者
さんにお礼が言えたことなどを伝え、「みー
こちゃん、がんばったね。みんなもできるか
な？」と聞いてみましょう。

「お医者さんは何をしているのかな？」
「持っている物は何かな？」などと問い
かけ、具体的に説明しましょう。みーこ
ちゃんがしっかり健康診断を受けてい
ることにも気づけるとよいですね。


